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平成 17 年度 第 10 回 （2005 年 12 月度） 理事会開催通知 

日 時 平成 17 年 12 月 18 日(土) 10 時 00 分～12 時 00 分 

場 所 新赤坂事務所：港区赤坂５丁目１３番―６ 赤坂キャステール、ソフィア 

出席者 理事  ： 植村、山内、上田、土屋、泉澤、神野、土屋、宮川 

監事  ： 高柳 

事務局 ： 鹿野  

 (順不同、敬称略)                                          (計 10 名) 

欠席者 理事（委任状有）：廣瀬、西村、冨田、関口、内田（植村委任）岡、岡崎（竹政委任） 

監事      ：大久保 

特別事項特別事項特別事項特別事項    

  

審議事項審議事項審議事項審議事項    

 １ 新入会員承認                  （会員部会） 

 ２ 「ラストリゾート」における講演         （植村） 

 ３ JSPE と NCEES との協定における JSPE の位置付け  （同上）  

 ４ ＨＰにての求人情報掲載              （竹政） 

報告事項報告事項報告事項報告事項    

議 題 

 １ 

２ 

 

１１月度会計報告                 （土屋） 

ＭＯＴ研究会（仮称）進行状況報告         （竹政） 

添付資料 添付１．『ＭＯＴ研究会』（仮称）発足に向けて 
添付２．11 月度部会別会計報告 

添付３．2005 年度会費督促状況（as of 12/22） 
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議事内容 アクション 

 

●審議事項審議事項審議事項審議事項 

① 新入会員の承認（神野） 

新入会員の承認 FE-0292 高木裕登氏、 

・ FE-0006 末廣能史氏、FE-0178 近藤泰行氏の 2 名の退会申請があった。 

・ 会員総数： 

理事会前 PE 117 名 FE 210 名 AF 15 名 ST 2 名 合計 344 名 

理事会後 PE 117 名 FE 209 名 AF 15 名 ST 2 名 合計 343 名 

退会時にその年の会費納入要否が不明確であるので、規定で明確にする。 

又退会時の連絡が電子メール等では不明確であるので、退会届を提出し退会資格を判

定する。 

現在、１年以上会費支払いが滞納している方が複数存在する。特にここ１年間会の 

活動に参加して無い方を中心に、会員継続が適当か検討していく。 

 

② 「ラストリゾート」における講演（植村） 

東京に本社のある、海外永住権の取得をサポートする「ラストリゾート社」より 

  ＪＳＰＥ会員向けの講演会を提案されている。その開催と開催形式を審議した。 

  【結論】 

  講演会の開催は実施する。その旨、ＪＳＰＥのＨＰに掲載する。開催形式はＪＳ 

ＰＥの主催ではなく、後援する程度にとどめる。 

（検討内容） 

・ １１月理事会で、「ラストリゾート」の会社概要を調べることになっていたが 

永住権の取得業務の大手、１８日までに資料が届く（イヤーエンドパーティー

で配布） 

  ・ ＰＥなどの技術資格を所持していると有利なので、会員サービスになる。 

  ・ 特別セミナーの形で開催される予定である。 

 

③ JSPEとNCEESとの協定におけるJSPEの位置付け（植村） 

・ １０月にＮＣＥＥＳより３名が来日、オレゴン州とのＦＥ試験が終了するのを

受けて、ＪＰＥＣが中心となって、３月に向けてＮＣＥＥＳが継続してＦＥ 

試験を継続する交渉を継続している。この動きにＪＳＰＥはどのように係わっ

ていくべきかを審議した。 

   【結論】 

  ＮＣＥＥＳとの契約にはＪＳＰＥは契約者としては名前を載せない。ＪＳＰＥは 

  ＪＰＥＣと覚え書きを交わして、ＦＥ試験に監督者ボランティアを派遣すること 

  を約束する。 

  （検討内容） 

・ ＪＰＥＣ/ＪＳＰＥの名前でＮＣＥＥＳと契約を結ぶと、ＪＳＰＥの定款に抵

触する恐れがある。 

・ 受験機能の組織（ＪＰＥＣ）と技術者の相互支援組織は自ずと役割が全く異な

る。 

・ ＪＰＥＣがＦＥ試験を継続して行こうとしている努力には感謝する。当協会で 

できる支援は続けていく。   

 

④ ＨＰにての求人情報掲載（竹政） 

  １０月理事会からの継続審議事項である。「ＪＳＰＥのＨＰに海外の業務でエン

ジニア求人情報を掲載して、会員サービスをしたらどうか」 

  【結論】結論が出ず、引き続き渉外部会で可能性を検討していく。 
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議事内容 アクション 

  （検討内容） 

・ 前回、このサービスをＦＥ会員向けのサービスだけで無く、ＪＳＰＥの事

業として収入に生かせないかという意見がでた。   

・ それに対し情報提供者と交渉した結果、ＨＰに載せた項目で、ＪＳＰＥの 

会員が契約した場合、成約料の１０％程度をＪＳＰＥへお支払いして良い 

又は、ＨＰへの広告料を支払っても良いという意向を確認した。    

・ 既に求職情報の掲載は、０３年以前にＪＳＰＥでは実施している。問題は

特定の業者と契約して問題ないかと言う点である。ＪＳＰＥはＨＰにバナ

ーを出して、業者にリンクさせる方法が複数の業者にも対応でき、考慮し

たら言う意見が出された。    

・ 業者に賛助会員になってもらう方法も検討したらどうか。賛助会員は会費

が課税対象になるので、法人会員を定款に改めて、創設したほうが良い。 

・ 推進方法はもう少し時間をかけて、議論したほうが良い。 

    （議論に酒井ＰＥ会員が参加）                       

   

●報告事項報告事項報告事項報告事項 

① １１月度会計報告（土屋） 

  11 月分未納会費回収で 32 万円、それと 6 月度鬼金一括会費 6 名分 42万円分の記

載漏れの訂正により、11月末累積収入合計は今年度予算額をほぼ達成。但し、支

出予算は期初より約 23万円の赤字予算を組んでいるため、ﾏｸﾛﾊﾞﾗﾝｽを維持するた

め、今後も緊縮財政で進めたい。尚、当月の主たる支出項目としては、OSBEELS、

NCEES との会議費（渉外部会）、第 67・68 回鬼金および第 69 回ＣＰＤｾﾐﾅｰ（教

育部会）それと会費督促通信費/源泉徴収税納付（会計部会）であった。【添付資

料 2】 

  12 月現在の会費督促状況は、督促総額 107 万円に対して回収金額 40万円（38％）

となっている。度重なる書面による督促にも拘らず未納者は 54名（ＰＥ7名、Ｆ

Ｅ45名、ＡＦ2名）。そのうち複数年度未納者はＦＥ17 名。 

  会計部会としては締切期限として 12 月末と連絡している。 

この17名については、該当者が未納のまま、Ｈ16・17年度に部会活動に参加して

いいなかったかどうか、各部会にてチェックの上年内を目処に連絡して戴きたい。

【添付資料3】【注】：会費未納者リストは会計部会で纏められ、部会長が保有 

保管をしている。 

    

② ＭＯＴ研究会（仮称）進行状況報告（竹政） 

  １０月理事会で報告した「ＭＯＴ研究会（仮称）」はＪＳＰＥのホームページで 

  参加者を募集した結果、１３名の応募があった。特徴は地方のＦＥ会員が多く、 

  これから運営方法を工夫して推進していきたい。 

  現在、各応募者にアンケート調査表を送付している。実際の活動のレベル合わせ

並びに運営方法を検討し、正式なスタートをしていく予定である。 

 

 

渉外部会、上

田部会長が 

本件の担当で 

継続して検討

する。上田部

会長に竹政よ

り関連情報引

渡す。 

 

承 認 植村 大輔 

承 認  

承 認  

記録作成 竹政 一夫 

 


